聖なる御名
第三の戒め
十戒は、旧約聖書においてさまざまな呼び方で言及されています。
· 「言葉」 - エゼキエル書 20:1
· 「契約の言葉」 - 申命記 5:22
出エジプト記 31:18には、それらが神ご自身によって書かれ、シナイ山でモーセに与えられたと記されています。モーセは山から戻り、民がモーセの兄アロン以外の何者でもない者によって造られた金の子牛を礼拝しているのを見ました。出エジプト記 32:15-16には、モーセが怒りのあまり、神の命令が記された石の板を砕いたと記されています。
神はモーセに二組目の石板をお与えになり、それらは最終的に、至聖所に保管されていた契約の箱の中に納められました（出エジプト記 34:1；出エジプト記 40:20）。これらはやがて失われました。
十戒が石の板にどのように分けて記されたかについては、さまざまな意見があります。ある戒めが一方の石に、残りの戒めがもう一方の石に記されていたという考えから、多くの人がそれらがどのようなものであったかを想像してきました。当時、王が律法を公布する際の慣例は、二つの写しを作ることでした。一つは王のため、もう一つは民のためでした。
学者たちは、当時の慣習に従い、神が10の戒めすべてを一枚の石板の表と裏に刻んだ二枚の石板を作られたと、かなり確信しています。その後、両方とも、神と人が出会う場所を象徴する契約の箱の中に置かれました。
アウグスティヌス（4世紀の神学者）は、一方には三つ、もう一方には七つあると考えました。彼は第1戒と第2戒を一つの戒めにまとめ、第10戒を二つの戒めに分けた人物であり、ローマ・カトリック教会は今日に至るまでこの区分を用いています。
後代のプロテスタント神学者たち（16世紀のカルヴァン）や現代の学者たちは、それらをそれぞれの板に四つと六つに分類しました。これは長さに適合し、神と人に対する務めを分け、またイエスがマタイの福音書 22:34で言われたように、二つの基本的な戒めにもよくまとめられます。
アウグスティヌス／ローマ・カトリックの区分 カルヴァン／プロテスタントの区分 神のみ／像を禁じる - 1 神のみ - 1 神の御名 - 2 像 - 2 安息日 - 3 神の御名を尊ぶ - 3 両親 - 4 安息日 - 4 殺人 - 5 両親 - 5 姦淫 - 6 殺人 - 6 盗み - 7 姦淫 - 7 嘘 - 8 盗み - 8 財産をむさぼる - 9 嘘 - 9 妻をむさぼる - 10 財産と妻をむさぼる - 10
分裂があったとはいえ、これらはまったく新しい考えではありませんでした。他者への扱いに関する命令は、すでにエジプトの法典に組み込まれていました。神の「名」を尊ぶという命令も、より啓蒙された文化では、その宗教的実践において守られていました。
真に新しかったのは、第一、第二、そして第四の戒めでした。
· 唯一の神だけを礼拝すること。なぜなら、神は唯一存在するからである――これは新しいことであった。
· 偶像や像によって神を表現することを控えること――これは新しいことであった。
· 毎週、神を礼拝するために特定の日を取り分けること――これは新しく、ユダの手紙ヤ人に特有のことであった。
全体として、これらの戒めは、人々が互いに対して負っていた基本的な道徳的責任を要約し、神の真の性質と、神に近づくための受け入れられる方法を示しました。これらすべては、その真理を確認する奇跡を伴って人に与えられました。
それでは、第三の戒めに注意を向けましょう。
実行するつもりもないのに、むやみにわたしの名を使って誓ってはならない。そのようなことをしたら必ず罰せられる。
- 出エジプト記 20:7
この規定と、それに従わなかった場合の罰を定めている別の命令にも注目してください。
ユダの手紙ヤ文化における名前
この命令を正しく理解するためには、ユダの手紙ヤ文化やその他の古代文化における名前の役割を理解しなければなりません。これらの人々にとって（ここアメリカの先住民文化にとっても同様に）、人の名前はその人の家系、人格、そして共同体における役割を表していました。名前はこのことを念頭に置いて付けられました。
· エバ：「すべての生きている者の母」（創世記 3:20）または「命を与える者」
· アブラハム：「多くの国民の父」（創世記 17:5）
· イエス：ヘブライ語の名前ヨシュアのギリシャ語形で、「エホバは救う」という意味
このように名前に注目することは、私たちの社会ではあまり一般的ではありませんが、それでもなお重要です。息子にアドルフ、娘にイゼベルと名付ける人が、どれほどいるでしょうか。私たちのうち、何人が、何かを意味する名前、あるいは私たちが愛している人や覚えている人を表す名前を持っているでしょうか。今日の私たちにとっても、名前は意味深く、重要なものです。
神の御名
神はユダの手紙ヤ人に御自身の御名、エホバを明らかにされました。ヘブライ語でこの御名は「自存する方／永遠なる方」を意味します。この御名は、神がどのようなお方であるかだけでなく、神の性質、力、権威などをも示しています。神は御名が表しているとおりのお方であるため、第3戒は、御名だけでなく、神を指すその他の呼び方も、敬意をもって用いるよう私たちに求めています。
そこから導かれるのは、敬意を払わずに（神の御名のような）呼称を用いることは、神ご自身を侮辱することであり、神はそのようなことをする者を罰すると約束しておられる、ということです。珍しい、あるいは複雑な姓を持つ人なら、このことを理解できるでしょう。その人の名前をからかうなら、その人自身をからかっているのです。神は神として至高であり、唯一無二のお方なので、敬意を欠くものは何であれ、神に対する罪です。
私たちはどのようにしてこの戒めを破るのでしょうか。
私たちはさまざまな方法でそれを行います：
1. 些細な事柄において証しをするために神の御名を用いること。
· 「神に誓って、時間どおりにそこへ行きます」
· 「これは天下一の______です」
これは、神を証人として誓いを立てること（例えば、就任宣誓、結婚の誓約、法廷での宣誓）ができないという意味ではありません。これらは重大な事柄であり、私たちは神に証人となっていただき、私たちの務めと責任を果たすことができるよう助けてくださるよう求めています。このような場合、私たちは自分自身や自分の証言を正当化するために、神の御名を用いているのではありません。
神に証人となってくださるよう求めた誓いまたは契約に違反することは、重大な罪です。旧約聖書の族長たちは、誓いと契約の価値と重大さを理解していました。それほどまでに、彼らは約束をしたり祝福を与えたりする際に、神を証人としました。
マタイの福音書 5:37でイエスが誓いについて教えておられるとき、日常の事柄において、クリスチャンとしての自分の言葉を誓約とするよう（あなたがたの「はい」は「はい」とし、「いいえ」は「いいえ」としなさい）、また、神を日常の事柄の証人として引き合いに出してはならないよう、人々に教えておられます。それは神とその御名に対して不敬であり、彼ら自身にとって不正直なことになるからです。
2. 神の御名を軽率または不敬な仕方で用いること。
礼拝や学びの文脈にない「感嘆」に神の御名を用いること。例えば：
· 「ああ、神よ」／「わが主よ」
· 「神にかけて」
· 「神の愛のために」
· 「ああ、イエスよ」
· 下品な意味で、または悪態をつくために使うこと。
· 神／キリストをからかうこと
· 神またはイエスの名を、悪態をついたり呪ったりする際に使うこと
· 婉曲表現（「似た音」）Jeez（Jesus） Jiminy Christmas
· Gosh（God）
「Christ」に似た音の言葉
これらは単に、なかなかやめられない習慣です。
この戒めをどのように守るのでしょうか。
- エペソ人への手紙 4:29; 5:4
神を軽んじるそれらの言葉、表現、そして口癖を取り除きなさい。それらを、信仰、敬意、感謝を示す言葉、表現、そして口癖に置き換えなさい。例えば、喜びや励ましを表す感嘆の言葉として「神をほめたたえよ」と言うことです。神の御前にいる経験についてイザヤが書いていることに注目しなさい。
¹ ウジヤ王の死んだ年に、私は主を見ました。主は高い御座に座っていましたが、神殿は栄光で満ちあふれていました。 ² 神の回りを、三対の翼のあるセラフィム（人間の罪をきよめる天使）が舞っていました。セラフィムは一対の翼で顔を覆い、一対で両足を覆い、残りの一対で飛んでいます。 ³ セラフィムは互いに歌いました。
「聖なる、聖なる、聖なるお方。それは天の軍勢の主。全地は主の栄光で満ちている。」
⁴ このすばらしい合唱のために神殿は土台から揺らぎ、聖所はたちまち煙でいっぱいになりました。
⁵ 私は恐ろしくなって、思わず叫びました。
「もうおしまいだ。
口の汚れた罪深い民に属する口の汚れた私が、
天の軍勢の主である王を見てしまったのだから。」
⁶ すると、セラフィムの一人が祭壇へ飛んで行き、燃える炭を火ばさみでつまみ、 ⁷ その炭を私のくちびるにつけて言いました。
「さあ、これであなたは罪がないと宣言された。
この炭がくちびるに触れたからだ。
あなたの罪はすべて赦された。」
- イザヤ書 6:1-7
イザヤが垣間見た天の栄光は、彼の唇の罪深さを悟らせました（彼が非常に敬虔で教養のあるユダの手紙ヤ人であったにもかかわらず）。神を知らない人々こそ、通常この戒めを破る人々です。キリストを通して神を知り、神と交わるほど、私たちは唇をもって神を敬いたいと願うようになります。キリストにあって、私たちが絶えず唇を用いて主を賛美し、感謝し、主に語りかけ、主と語り合っているなら、主の御名をみだりに唱えているのではありません。
